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９月定例会における議案などの審議結果
議案等番号 件名 議決結果

議案第61号 令和６年度西条市一般会計補正予算（第4回）の専決処分につ
いて 承　認

議案第62号 令和６年度西条市一般会計補正予算（第5回）について
原案可決

議案第63号 令和６年度西条市介護保険特別会計補正予算（第3回）について

議案第64号 令和５年度西条市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定
について

継続審査
議案第65号 令和５年度西条市水道事業会計決算の認定について

議案第66号 令和５年度西条市病院事業会計決算の認定について

議案第67号 令和５年度西条市公共下水道事業会計決算の認定について

議案第68号 分収造林契約の変更について

原案可決

議案第69号 愛媛地方税滞納整理機構の共同処理する事務の変更及び規約
の変更について

議案第70号 愛媛県後期高齢者医療広域連合規約の変更について

議案第71号 市道路線の廃止について

議案第72号
西条市行政手続における特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情
報の提供に関する条例の一部を改正する条例について

議案第73号 西条市福祉センター設置及び管理条例及び西条市保健セン
ター設置及び管理条例の一部を改正する条例について

議案第74号 西条市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条
例について

議 員 別  議 案 等 賛 否 一 覧 表 上表には議案などの審議結果を、下表には賛否が分かれた議案など（上表の網掛
け部分）の状況を掲載しています。（現議員数27名）

（賛成：反対）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

越
　
智
　
由
美
子

市
　
川
　
み
ど
り

髙
　
橋
　
淑
　
子

森
　
川
　
亜
　
紀

今
　
井
　
廣
　
一

塩
　
﨑
　
雄
　
大

佐
々
木
　
　
　
充

三
　
好
　
和
　
彦

真
　
鍋
　
顕
　
伸

城
　
戸
　
　
　
力

井
　
上
　
浩
　
二

西
　
坂
　
　
　
壽

（
欠
　
員
）

髙
　
橋
　
　
　
保

藤
　
井
　
武
　
彦

川
　
又
　
由
美
恵

佐
　
伯
　
利
　
彦

坪
　
井
　
　
　
剛

髙
　
橋
　
章
　
哲

伊
　
藤
　
新
　
平

御
　
荘
　
秀
　
樹

越
　
智
　
俊
　
幸

藤
　
田
　
節
　
雄

行
　
元
　
　
　
博

一
　
色
　
輝
　
雄

楠
　
　
　
　
　
學

武
　
田
　
　
　
功

伊
　
藤
　
孝
　
司

議案第69号 24：2 × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第72号 24：2 × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

請願第34号 2：24 ◯ × × × × × × × × × × × × × × × × ◯ × × × × × × × ×

※ ○：議案などに対して賛成　×：議案などに対して反対　　　　　※ 楠　　學議員は、議長職のため表決に加わっていません。

議 案 等

議 員 名

令和６年度補正予算（総額2億1,313万2千円）を可決
　令和６年第５回９月定例会は、９月３日から９月
26日まで開催され、議案19件及び報告７件を審議
し、最終日には、議案などの採決を行いました。
　また、議員15人が議案質疑と一般質問を行いま
した。発言の要旨は、会派別に３ページから８ペー
ジに掲載しています。

９月
定例会

議案等番号 件名 議決結果

議案第75号 西条市国民健康保険条例の一部を改正する条例について

原案可決議案第76号 西条市地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例について

議案第77号 西条市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営等の基準等
を定める条例の一部を改正する条例について

議案第78号 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし

報告第10号 令和５年度西条市財政健全化判断比率及び公営企業における
資金不足比率の報告について

報告聴取

報告第11号 令和５年度西条市公営企業における資金不足比率の報告について

報告第12号 令和５年度西条市公営企業における資金不足比率の報告について

報告第13号 令和５年度西条市公営企業における資金不足比率の報告について

報告第14号 交通事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定の専決処分につ
いて

報告第15号 交通事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定の専決処分につ
いて

報告第16号 交通事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定の専決処分につ
いて

決算審査特別委員会の設置について
原案可決委員会提出

議案第１号
防災・減災、国土強靭化対策の更なる推進を求める意見書に
ついて

請願第34号 米兵による沖縄の少女への性的暴行事件に強く抗議する決議
を求める請願 不採択

議員の派遣の承認について 承　認

議 

長

　

９
月
定
例
会
初
日
（
９
月
３
日
）
に
、
委
員

会
提
出
議
案
と
し
て
次
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で
原
案
可
決
し
、
内

閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
関
係
機
関
に
送
付
し
ま

し
た
。

（
要
望
事
項
）

１　

昨
今
の
自
然
災
害
の
頻
発
化
・
激
甚
化
や

　

加
速
度
的
に
進
行
す
る
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
老

　

朽
化
を
踏
ま
え
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭

　

化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
終
了
後

　

も
中
長
期
的
か
つ
明
確
な
見
通
し
の
下
、
国

　

土
強
靭
化
の
取
組
を
安
定
的
・
継
続
的
に
推

　

進
で
き
る
よ
う
「
国
土
強
靭
化
実
施
中
期
計

　

画
」
を
速
や
か
に
策
定
し
、
必
要
か
つ
じ
ゅ

　

う
ぶ
ん
な
事
業
量
を
確
保
す
る
こ
と
。

２　

「
国
土
強
靭
化
実
施
中
期
計
画
」
の
策
定

　

に
当
た
っ
て
は
、
能
登
半
島
地
震
の
検
証
を

　

踏
ま
え
た
地
震
・
津
波
対
策
の
強
化
に
加
え
、

　

長
年
の
懸
案
事
項
に
対
す
る
地
方
の
意
見
を

　

じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
反
映
し
「
防
災
対
策
等
と
し

　

て
の
ト
ン
ネ
ル
整
備
・
改
築
に
係
る
個
別
補

　

助
制
度
の
創
設
」
、
「
河
川
管
理
施
設
の
老

　

朽
化
対
策
に
係
る
採
択
要
件
の
緩
和
」
な
ど
、

　

補
助
制
度
の
創
設
・
拡
充
を
図
る
こ
と
。

令和６年第５回９月定例会　本会議

国
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
対
策
の

更
な
る
推
進
を
求
め
る
意
見
書

意
見
書
の
全
文
は
こ
ち
ら
→



3

大
規
模
災
害
に
備
え
た

 

対
策
を
！

本
年
８
月
８
日
に
、
日
向

灘
を
震
源
と
し
た
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
１
の
地
震
が
発
生

し
、
気
象
庁
か
ら
は
南
海
ト
ラ
フ

地
震
臨
時
情
報
が
発
表
さ
れ
た
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、
今
後
30
年

以
内
に
70
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で

発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
で

き
る
限
り
の
対
策
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年

の
台
風
20
号
災
害
で
住
居
の
損
壊

や
浸
水
な
ど
、
多
く
の
被
害
が
発

生
し
た
が
、
そ
の
後
、
道
路
の
復

旧
な
ど
に
多
く
の
建
設
機
械
が
活

躍
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
災
害
時
に
は
、

土
木
建
設
業
者
の
力
が
必
要
に
な

る
が
、
そ
の
数
が
か
な
り
減
少
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
市
内
の

土
木
建
設
業
者
数
を
確
保
す
る
た

め
に
、
市
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

　

ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
復
興
支
援
の

た
め
全
国
か
ら
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
や
っ
て
来
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
担
当
部
署
や
災
害
救
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
場
所

な
ど
、
受
け
入
れ
体
制
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

本
市
に
お
い
て
入
札
参
加

資
格
の
登
録
が
あ
り
、
市

内
に
本
社
が
あ
る
土
木
業
者
数
は
、

現
在

142
社
で
、
合
併
直
後
の
平
成

17
年
と
比
較
す
る
と
約
３
割
減
少

し
て
い
る
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
災
害

対
応
に
お
い
て
、
地
元
土
木
業
者

が
担
う
役
割
は
大
き
く
、
一
定
数

を
維
持
す
る
た
め
に
は
仕
事
量
を

確
保
す
る
取
組
は
重
要
で
あ
り
、

本
年
度
当
初
予
算
の
土
木
費
を
増

額
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

更
に
、
人
材
を
確
保
す
る
た
め

の
取
組
と
し
て
、
国
な
ど
が
建
設

現
場
の
Ｄ
Ｘ
化
や
週
休
２
日
制
度

の
導
入
な
ど
を
推
進
し
て
い
る
が
、

本
市
に
お
い
て
も
昨
年
度
か
ら
試

行
的
に
週
休
２
日
制
工
事
を
導
入

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

次
に
、
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
業
務
に
つ

い
て
は
、
市
民
協
働
推
進
課
が
担

当
し
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
の
設

置
や
運
営
は
、
西
条
市
社
会
福
祉

協
議
会
と
の
「
災
害
救
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
運
営

に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、
大

規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
同
協
議

会
が
市
の
要
請
に
よ
り
、
災
害
救

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置

検
討
会
議
を
開
催
し
、
同
セ
ン
タ

ー
の
設
置
や
支
援
方
法
を
決
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
の
設
置
場

所
は
同
協
議
会
の
本
所
な
ど
を
想

定
し
て
い
る
が
、
状
況
に
応
じ
て

確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

指
定
ご
み
袋
な
ど
の

無
料
化
の
可
能
性
は
？

令
和
５
年
４
月
か
ら
ご
み

の
減
量
に
向
け
た
新
た
な

三
つ
の
取
組
が
開
始
さ
れ
た
。

　

三
つ
の
取
組
と
は
、
①
ご
み
を

出
し
た
分
だ
け
費
用
が
か
か
る
と

い
う
意
識
を
高
め
、
ご
み
の
減
量

を
目
指
す
家
庭
系
ご
み
の
有
料
化
。

　

②
決
め
ら
れ
た
場
所
へ
出
す
の

で
は
な
く
、
事
前
に
申
し
込
み
、

指
定
日
に
自
宅
の
玄
関
先
な
ど
で

収
集
す
る
こ
と
で
、
大
き
な
ご
み

を
運
ぶ
の
が
難
し
い
世
帯
の
負
担

が
軽
減
で
き
る
ほ
か
、
無
責
任
な

ご
み
を
減
ら
し
、
地
域
ご
み
管
理

者
の
負
担
を
減
ら
す
粗
大
ご
み
の

戸
別
収
集
。

　

③
現
状
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
回
収
体
制
は
継
続
し
な
が
ら
、

市
内
に
資
源
ご
み
及
び
危
険
ご
み

を
無
料
で
回
収
す
る
拠
点
を
設
け
、

回
収
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
で
、

再
資
源
化
率
を
高
め
る
と
と
も
に

危
険
ご
み
が
混
入
す
る
リ
ス
ク
を

低
減
す
る
ほ
か
、
資
源
ご
み
の
持

ち
去
り
を
防
ぐ
資
源
ご
み
・
危
険

ご
み
の
拠
点
回
収
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
今
後

ご
み
の
減
量
化
が
進
ん
だ
場
合
、

指
定
ご
み
袋
な
ど
の
無
料
化
の
可

能
性
は
あ
る
の
か
。

令和６年第５回９月定例会　本会議

答

佐
　
伯
　
利
　
彦 
議
員

（
一
般
質
問
）

１
　
災
害
対
応
に
つ
い
て

  
西
条
自
民

西
条
自
民

　
　
　
ク
ラ
ブ

　
　
　
ク
ラ
ブ

問

問 川
　
又
　
由
美
恵 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

学
校
現
場
の
性
犯
罪
の
防

止
に
つ
い
て

２　

家
庭
系
ご
み
の
減
量
化
に

つ
い
て

災害時には地元土木業者が
早急に対応

③資源ごみ・危険
ごみの拠点回収 ②粗大ごみの戸別回収 ①ごみ袋有料化
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指
定
ご
み
袋
な
ど
の
無
料

化
に
つ
い
て
は
可
能
性
が

ゼ
ロ
で
は
な
い
が
、
ま
ず
は
、
将

来
に
お
け
る
、
ご
み
の
減
量
化
の

推
計
や
成
果
、
処
理
経
費
の
収
支

な
ど
を
分
析
し
、
次
の
世
代
に
過

度
な
負
担
を
残
さ
な
い
持
続
可
能

な
ご
み
行
政
の
運
営
を
最
重
要
に

考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

指
定
ご
み
袋
な
ど
の
有
料
化
に

よ
り
、
ご
み
排
出
量
の
減
少
に
か

か
る
経
費
の
削
減
は
見
込
め
る
が
、

人
件
費
や
物
価
の
高
騰
、
現
在
協

議
中
の
新
し
い
ご
み
処
理
施
設
の

更
新
費
用
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、

処
理
経
費
面
で
の
無
料
化
の
可
能

性
は
極
め
て
低
い
と
考
え
る
。

　

一
方
、
新
た
な
ご
み
施
策
の
最

終
目
標
は
、
３
Ｒ
の
推
進
に
よ
る

循
環
型
社
会
の
構
築
で
あ
り
、
市

民
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
れ
以
上
の

３
Ｒ
の
推
進
は
困
難
で
あ
る
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
達
成
し
た
場
合
に

は
、
処
理
経
費
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
つ
つ
、
廃
棄
物
減
量
等
推

進
審
議
会
な
ど
に
お
い
て
無
料
化

を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
開
始

し
た
い
。
し
か
し
、
環
境
省
が
示

す
と
お
り
、
無
料
化
よ
り
も
、
有

料
化
の
見
直
し
に
よ
る
、
段
階
的

な
ご
み
袋
の
値
下
げ
が
現
実
的
で

あ
る
と
考
え
る
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

公
共
施
設
の
環
境
整
備
を
！

非
常
用
電
源
設
備
や
電
気

自
動
車
、
消
費
電
力
を
抑

え
た
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
エ
ア
コ

ン
の
導
入
な
ど
、
市
内
公
共
施
設

に
お
け
る
緊
急
時
の
電
源
確
保
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
空
調
設
備
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、

今
後
ど
の
よ
う
に
整
備
を
進
め
て

い
く
の
か
。

　

更
に
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
縮
充
の
観
点
か
ら
、
公
共
施

設
の
再
編
を
行
う
場
合
、
空
調
設

備
の
導
入
・
更
新
も
併
せ
て
計
画

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

非
常
用
電
源
設
備
が
未
整

備
で
あ
る
施
設
全
て
に
対

応
す
る
こ
と
は
、
多
額
の
費
用
を

要
す
る
と
と
も
に
、
燃
料
や
発
電

設
備
の
設
置
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
直
ち
に
は

難
し
い
が
、
緊
急
時
に
電
源
を
確

保
す
る
た
め
発
動
発
電
機
を
搭
載

し
て
ト
ラ
ッ
ク
運
搬
で
き
る
よ
う
、

日
頃
か
ら
地
元
業
者
な
ど
と
の
協

力
体
制
を
整
え
て
い
く
こ
と
は
非

常
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

本
市
と
民
間
企
業
で
締
結
し
て

い
る
「
災
害
時
に
お
け
る
電
動
車

両
等
の
支
援
に
関
す
る
協
定
」
に

基
づ
き
、
災
害
の
被
災
状
況
に
応

じ
て
電
気
自
動
車
な
ど
の
貸
与
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整

え
て
お
り
、
Ｅ
Ｖ
車
の
カ
ー
リ
ー

ス
の
制
度
導
入
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
ガ
ス
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て

は
、
導
入
費
用
や
有
効
性
を
じ
ゅ

う
ぶ
ん
見
極
め
た
上
で
、
調
査
研

究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

空
調
設
備
の
整
備
に
つ
い
て
、

指
定
避
難
所
の
中
で
も
多
く
を
占

め
る
小
・
中
学
校
施
設
の
う
ち
、

学
校
体
育
館
は
未
整
備
の
状
況
で

あ
る
。
し
か
し
、
ま
ず
は
、
児
童

・
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と

を
優
先
し
、
校
舎
の
外
壁
の
安
全

確
保
と
耐
震
補
強
に
予
算
を
投
入

し
て
い
き
た
い
。
今
後
は
、
小
・

中
学
校
の
体
育
館
も
含
め
た
公
共

施
設
全
体
に
つ
い
て
、
効
率
的
で

効
果
的
な
空
調
設
備
の
在
り
方
や

整
備
計
画
の
立
案
に
つ
い
て
全
庁

的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
縮

充
の
観
点
か
ら
の
取
組
に
つ
い
て

は
、
学
校
再
編
や
公
共
施
設
の
複

合
化
な
ど
を
検
討
す
る
際
に
は
、

緊
急
時
の
電
源
確
保
の
整
備
や
利

用
者
が
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う

空
調
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
も
じ

ゅ
う
ぶ
ん
に
検
討
を
行
い
な
が
ら
、

更
な
る
縮
充
の
取
組
を
本
市
全
体

で
進
め
て
い
き
た
い
。

S
D
G
s
へ
の
貢
献
度
向
上
と

活
動
の
更
な
る
推
進
を
！

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ

ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
と
、
地
域

消
費
へ
の
貢
献
が
60
パ
ー
セ
ン
ト

と
高
い
一
方
で
、
環
境
、
社
会
、

経
済
へ
の
貢
献
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１

桁
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
消
費
だ

け
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
で
は
な
く
、

環
境
、
社
会
、
経
済
の
各
分
野
に

お
い
て
も
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
貢

献
が
求
め
ら
れ
る
。
今
後
、
各
分

野
に
お
け
る
貢
献
度
を
ど
の
よ
う

に
向
上
さ
せ
て
い
く
の
か
。

　

ま
た
、
ア
プ
リ
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
は
非
常
に
少

な
い
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
を
ど
の

よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

髙
　
橋
　
　
　
保 

議
員

（
一
般
質
問
）

１
　
公
共
施
設
の
空
調
整
備
に

つ
い
て

答

令和６年第５回９月定例会　本会議

問

発動発電機を搭載したトラック

問

答

佐
々
木
　
　
　
充 

議
員

（
一
般
質
問
）

１
　
S
D
G
s
未
来
都
市
推
進

事
業
に
つ
い
て
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
度
に

つ
い
て
は
、
プ
レ
ー
リ
ー

に
実
装
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
メ

ー
タ
ー
を
活
用
し
、
利
用
者
が
さ

ま
ざ
ま
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
に
よ
り
、
メ
ー
タ
ー
が

上
が
る
し
く
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

メ
ー
タ
ー
の
目
標
値
と
し
て
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
３
側
面
の
分
野
ご
と

に
17
の
ゴ
ー
ル
に
関
連
し
た
地
域

課
題
と
し
て
、
合
計
96
項
目
を
抽

出
し
、
各
項
目
の
緊
急
度
、
重
要

度
、
関
係
者
数
な
ど
を
勘
案
し
、

メ
ー
タ
ー
指
標
値
（
目
標
値
）
を

設
定
し
て
い
る
。

　

環
境
面
の
課
題
19
項
目
に
対
し

て
は

880
万
指
標
、
社
会
面
の
課
題

51
項
目
に
対
し
て
は
２
千

290
万
指

標
、
経
済
面
の
課
題
21
項
目
に
対

し
て
は

850
万
指
標
を
設
定
し
て
お

り
、
３
側
面
全
て
に
関
連
す
る
５

項
目
に
対
し
て
は

480
万
指
標
を
設

定
し
て
い
る
。
更
に
、
本
市
独
自

の
分
野
と
し
て
、
地
域
消
費
に
対

し
500
万
指
標
を
設
定
し
、
合
計
で

５
千
万
指
標
と
な
っ
て
い
る
。

　

達
成
時
期
に
つ
い
て
は
、
「
持

続
可
能
都
市
西
条

2050
」
の
実
現
に

向
け
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、

2050
年
と
設
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
メ
ー
タ
ー
と

連
動
し
た
事
業
は
、
令
和
４
年
度

は
35
事
業
で
あ
っ
た
が
、
令
和
５

年
度
は
93
事
業
と
増
加
し
て
お
り
、

少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
取
組
の
成

果
が
表
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
メ
ー
タ
ー
の
存
在
を
認
知
さ
れ

て
い
な
い
市
民
も
多
く
い
る
ほ
か
、

メ
ー
タ
ー
と
連
動
し
た
取
組
に
つ

い
て
も
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
数
が
用

意
で
き
て
い
な
い
と
い
う
事
実
も

あ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
度
が

低
迷
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
き
な

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
お
い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
メ
ー
タ
ー
の

存
在
や
し
く
み
を
積
極
的
に
発
信

す
る
こ
と
で
認
知
度
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
各
種
団
体

な
ど
に
対
し
、
西
条
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

推
進
協
議
会
か
ら
も
積
極
的
に
コ

ン
タ
ク
ト
し
連
携
す
る
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
活
動
が
メ
ー
タ
ー
と

連
動
し
た
取
組
と
し
て
案
内
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

幼
児
期
か
ら
の
英
語
教
育
、

I
C
T
教
育
を
！

グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
ス
ク
ー
ル
事
業
に
よ

り
、
９
月
か
ら
外
国
語
指
導
助
手

の
増
員
の
下
、
小
学
校
３
年
生
か

ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
児
童
・

生
徒
を
対
象
に
、
英
語
の
授
業
が

充
実
化
さ
れ
て
い
る
。
英
語
は
話

せ
て
あ
た
り
ま
え
と
い
う
時
代
が

近
づ
い
て
お
り
、
県
外
で
は
幼
児

か
ら
、
遊
び
や
触
れ
合
い
の
中
で

外
国
語
に
慣
れ
親
し
む
教
育
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
幼
い
時
期
か
ら

英
語
耳
を
育
て
る
機
会
を
広
げ
て

子
ど
も
の
可
能
性
を
高
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
本
市
の
小
学
校
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
、
ほ
か
の
地
域

に
先
駆
け
て
導
入
さ
れ
全
国
的
に

も
評
価
を
受
け
た
が
、
英
語
教
育

と
同
様
、
幼
児
期
か
ら
の
触
れ
合

い
が
後
の
教
育
に
有
効
だ
と
考
え

る
。
こ
れ
か
ら
は
学
力
と
並
行
し

て
多
様
性
が
重
要
と
さ
れ
、
社
会

に
順
応
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

本
市
発
展
に
寄
与
す
る
人
材
育
成

の
た
め
、
幼
児
期
か
ら
の
英
語
教

育
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
取
り
入
れ
る

考
え
は
な
い
の
か
。

英
語
教
育
に
つ
い
て
は
、

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に

よ
り
、
令
和
２
年
度
か
ら
全
国
の

小
学
校
３
年
生
以
上
で
本
格
的
に

外
国
語
活
動
及
び
外
国
語
の
授
業

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学

省
が
進
め
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
基
づ
き
、
令
和
２
年
度
か

ら
、
学
校
へ
の
通
信
環
境
の
整
備

が
行
わ
れ
、
学
び
の
充
実
に
活
用

さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
本
市
の
公
立
幼
稚
園
、

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
に
お
い

て
、
英
語
教
育
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を

教
育
課
程
や
保
育
の
計
画
に
位
置

付
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

は
な
い
が
、
市
内
の
私
立
幼
稚
園
、

保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
で
は
、

特
色
あ
る
取
組
と
し
て
取
り
入
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

英
語
教
育
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
と
も

に
、
早
い
段
階
か
ら
慣
れ
親
し
む

こ
と
は
一
定
の
メ
リ
ッ
ト
が
期
待

で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
発
達

段
階
に
応
じ
た
教
育
の
提
供
の
観

点
か
ら
、
幼
稚
園
教
育
要
領
、
保

育
所
保
育
指
針
、
認
定
こ
ど
も
園

教
育
・
保
育
要
領
に
は
具
体
的
な

実
施
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

英
語
教
育
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ

い
て
、
現
時
点
で
は
、
幼
児
期
に

取
り
入
れ
る
予
定
は
な
い
が
、
前

述
の
教
育
要
領
や
指
針
な
ど
の
改

訂
、
ま
た
国
や
県
、
他
市
の
動
向

を
注
視
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

問

答

アクションSDGｓカード

令和６年第５回９月定例会　本会議

塩
　
﨑
　
雄
　
大 

議
員

（
一
般
質
問
）

１
　
就
学
前
教
育
に
つ
い
て

２　

医
療
的
ケ
ア
児
に
つ
い
て

９月に着任した外国語指導助手
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残
骨
灰
に
含
ま
れ
る
貴
金
属
類

を
活
用
す
る
考
え
は
？

残
骨
灰
に
は
骨
片
や
副
葬

品
の
燃
え
残
り
の
ほ
か
、

治
療
な
ど
で
用
い
た
貴
金
属
が
含

ま
れ
て
い
る
。
主
に
歯
科
用
貴
金

属
に
使
用
さ
れ
て
い
る
金
、
銀
、

パ
ラ
ジ
ウ
ム
、
プ
ラ
チ
ナ
の
ほ
か
、

心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
人
工
関

節
な
ど
に
も
た
い
へ
ん
高
価
な
希

少
金
属
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
残

骨
灰
か
ら
こ
れ
ら
を
取
り
出
し
、

収
益
化
す
る
こ
と
で
、
や
す
ら
ぎ

苑
の
運
営
に
役
立
て
る
考
え
は
あ

る
の
か
。

残
骨
灰
に
含
ま
れ
る
貴
金

属
の
収
益
化
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
回
収
量
が
見
込
め
る
火
葬

件
数
の
多
い
政
令
指
定
都
市
の
多

く
が
活
用
し
て
お
り
、
近
年
は
中

規
模
の
自
治
体
で
も
導
入
を
進
め

て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

や
す
ら
ぎ
苑
は
、
指
定
管
理
者

制
度
に
よ
る
運
営
を
行
っ
て
い
る

が
、
本
市
が
今
後
、
残
骨
灰
に
含

ま
れ
る
貴
金
属
の
収
益
化
を
行
う

た
め
に
は
、
ま
ず
、
指
定
管
理
委

託
業
務
を
変
更
し
、
残
骨
灰
処
理

を
市
の
事
務
と
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
上
で
、
入
札
に
よ

り
事
業
者
に
売
却
す
る
方
法
、
処

理
委
託
費
を
売
却
金
額
で
相
殺
し

売
却
益
が
上
回
っ
た
場
合
は
、
市

の
収
入
と
す
る
方
法
、
処
理
委
託

費
は
全
額
支
払
っ
た
上
で
、
分
別

後
の
有
価
物
を
市
に
返
却
し
て
も

ら
い
、
有
価
物
は
別
途
売
却
す
る

方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
市
に

お
け
る
残
骨
灰
に
含
ま
れ
る
貴
金

属
の
収
益
化
に
つ
い
て
は
、
近
隣

他
市
の
状
況
や
そ
の
結
果
、
安
定

性
、
継
続
性
を
確
認
し
、
判
断
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

子
育
て
し
な
が
ら
安
心
し
て

働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
！

小
学
生
の
子
ど
も
を
持
つ

共
働
き
世
帯
な
ど
に
と
っ

て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
り
、
利

用
者
は
年
々
増
加
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
が
、
利
用
者
数
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員

の
雇
用
形
態
や
資
格
の
有
無
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

更
に
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
費

に
つ
い
て
、
保
護
者
か
ら
徴
収
し

た
負
担
金
は
、
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
の
か
。

令
和
５
年
度
の
利
用
者
数

の
延
べ
人
数
は
、
西
条
地

区
が
８
万
７
千

384
人
、
東
予
地
区

が
５
万
５
千

891
人
、
丹
原
地
区
が

１
万
７
千

763
人
、
小
松
地
区
が
１

万
３
千

792
人
、
合
計
17
万
４
千

830

人
で
、
令
和
４
年
度
に
比
べ
る
と

１
万
２
千
21
人
増
加
し
て
い
る
。

　

指
導
員
に
つ
い
て
は
原
則
、
会

計
年
度
任
用
職
員
を
配
置
し
て
い

る
が
、
必
要
に
応
じ
て
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
派
遣
人
材
を
活

用
し
て
安
定
的
な
運
営
に
努
め
て

い
る
。
９
月
１
日
現
在
、
会
計
年

度
任
用
職
員
が

148
人
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
派
遣
が
８

人
と
な
っ
て
い
る
。

　

雇
用
条
件
に
つ
い
て
は
、
放
課

後
児
童
支
援
員
の
資
格
を
必
須
と

し
て
い
な
い
が
、
一
定
の
要
件
を

満
た
し
た
か
た
に
は
、
県
の
主
催

す
る
研
修
を
受
講
し
、
支
援
員
の

資
格
を
取
得
す
る
こ
と
で
、
児
童

の
健
全
育
成
上
必
要
な
知
識
や
技

能
を
習
得
す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。

既
に

109
人
の
指
導
員
が
資
格
を
取

得
し
て
お
り
、
今
後
も
資
格
の
取

得
を
促
し
、
資
質
向
上
に
つ
な
げ

た
い
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
費
に
つ
い

て
、
保
護
者
か
ら
徴
収
し
た
負
担

金
は
、
人
件
費
や
運
営
費
の
財
源

に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
歳
出
に
対
す
る
歳
入
の

充
当
割
合
は
、
保
護
者
負
担
金
が

約
27
パ
ー
セ
ン
ト
、
市
の
一
般
財

源
が
約
18
パ
ー
セ
ン
ト
、
残
り
の

約
55
パ
ー
セ
ン
ト
は
国
・
県
か
ら

の
補
助
金
と
な
っ
て
い
る
。

答

森
　
川
　
亜
　
紀 

議
員

（
一
般
質
問
）

１
　
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

に
つ
い
て

令和６年第５回９月定例会　本会議

答

問 今
　
井
　
廣
　
一 

議
員

（
一
般
質
問
）

１
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て

改修工事中のやすらぎ苑

自
民
ク
ラ
ブ

自
民
ク
ラ
ブ

井
　
上
　
浩
　
二 

議
員

（
一
般
質
問
）

１
　
や
す
ら
ぎ
苑
で
の
残
骨
灰

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

問

放課後児童クラブ
の様子
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ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の

設
置
を
！

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

の
設
置
は
、
熱
中
症
の
発

症
を
未
然
に
防
ぎ
、
地
域
住
民
の

健
康
と
安
全
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
期
待
し
て
い
る
が
、
現
在
、

本
市
に
お
い
て
、
ク
ー
リ
ン
グ
シ

ェ
ル
タ
ー
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

る
施
設
は
幾
つ
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ

ー
の
存
在
や
利
用
方
法
に
つ
い
て
、

市
民
へ
の
周
知
活
動
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。

本
市
に
お
け
る
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
指
定
状

況
は
、
公
共
施
設
が
西
条
市
役
所

本
庁
舎
、
西
部
支
所
、
丹
原
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
小
松
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
４
施
設
、
指
定
管
理

施
設
が
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ　

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
、

西
条
市
食
の
創
造
館
の
２
施
設
、

民
間
施
設
が
森
商
店
、
有
限
会
社

高
井
呉
服
店
の
２
施
設
で
計
８
施

設
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
施

設
に
お
い
て
は
、
熱
中
症
特
別
警

戒
ア
ラ
ー
ト
の
発
表
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
ふ
だ
ん
か
ら
施
設
の

開
館
時
間
を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
と
し
て
開
放
し
て
い
る
。
な

お
、
各
施
設
の
所
在
地
な
ど
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
る
。

　

指
定
及
び
募
集
の
周
知
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

で
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ

ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
熱
中
症

リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者
を
含
め
、

よ
り
多
く
の
市
民
が
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
を
認
知
し
、
民
間
事

業
者
が
指
定
を
希
望
す
る
こ
と
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
指
定
施
設
に
お
い
て
は
、

外
か
ら
見
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
で
あ
る
こ
と
が
す
ぐ
に
認

識
で
き
、
市
民
が
気
軽
に
休
憩
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
施
設
の

内
外
に
西
条
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
の

ぼ
り
旗
や
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て

お
り
、
熱
中
症
予
防
を
啓
発
す
る

効
果
も
期
待
し
て
い
る
。

施
設
の
廃
止
・
集
約
に

伴
う
影
響
は
？

小
松
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

及
び
小
松
保
健
セ
ン
タ
ー

の
機
能
が
な
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、

同
敷
地
内
に
あ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
つ
ば
き
及
び
小
松
生
き

が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

運
営
に
影
響
は
な
い
の
か
。

二
つ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
は
引
き
続
き
運
営

さ
れ
、
今
回
の
再
編
に
よ
る
影
響

は
な
い
。

救
急
搬
送
時
間
の
現
状
と

今
後
の
救
急
医
療
は
？

病
院
収
容
ま
で
の
所
要
時

間
は
ど
の
よ
う
な
傾
向
で

あ
る
の
か
。
ま
た
、
本
市
の
救
急

搬
送
と
救
急
医
療
の
あ
る
べ
き
姿

を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
の
か
。

所
要
時
間
は
平
成
26
年
は

35
分
、
令
和
４
年
は
45
・

２
分
で
あ
り
、
こ
の
９
年
間
で
10

・
２
分
の
延
伸
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
市
民
が
安
心
で
き
る

市
内
完
結
型
の
体
制
を
目
指
し
、

西
条
市
地
域
医
療
の
在
り
方
検
討

会
議
で
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

学
校
と
地
域
が
連
携
し
た

防
災
訓
練
を
！

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
を
活
用
し
た
防
災
訓
練

を
実
施
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

学
校
運
営
協
議
会
な
ど
の

機
会
を
通
じ
、
防
災
教
育

の
充
実
、
地
域
性
を
反
映
し
た
実

効
性
の
あ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

や
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
地
域
の
協
力
が
得
ら

れ
る
よ
う
働
き
か
け
た
い
。

問答

答 問
  

西
条
み
ら
い

西
条
み
ら
い

　
　
　
ク
ラ
ブ

　
　
　
ク
ラ
ブ

令和６年第５回９月定例会　本会議

問答

  

公
明
党

公
明
党

    

西
条
市
議
団

西
条
市
議
団

髙
　
橋
　
淑
　
子 

議
員

（
一
般
質
問
）

１
　
学
校
防
災
に
つ
い
て

２　

小
・
中
学
校
に
お
け
る
リ

サ
イ
ク
ル
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に

つ
い
て

御
　
荘
　
秀
　
樹 

議
員

（
議
案
質
疑
）

１
　
西
条
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
設

置
及
び
管
理
条
例
及
び
西
条

市
保
健
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

クーリングシェルター
涼んでいこやが目印

真
　
鍋
　
顕
　
伸 

議
員

（
一
般
質
問
）

１
　
救
急
搬
送
と
救
急
医
療
に

つ
い
て

問答
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市
営
住
宅
の

入
居
資
格
要
件
の
緩
和
を
！

市
営
住
宅
は
最
後
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
単
身
高
齢
者
の
入
居
要

件
を
緩
和
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

今
後
、
応
募
状
況
や
地
域

ご
と
の
空
き
部
屋
の
状
況

な
ど
も
鑑
み
、
利
便
性
の
高
い
地

域
の
市
営
住
宅
に
つ
い
て
、
一
般

世
帯
用
の
部
屋
を
単
身
世
帯
用
と

し
て
活
用
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
た
い
。

子
ど
も
の
尊
い
命
を

守
る
た
め
に
！

子
ど
も
た
ち
に
水
辺
の
危

険
性
を
認
識
し
て
も
ら
う

た
め
の
取
組
や
、
再
び
水
難
事
故

を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
の
協
議
会

の
設
置
な
ど
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

小
・
中
学
校
に
お
い
て
、

着
衣
泳
の
指
導
を
行
い
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
有
用
性
を

周
知
啓
発
し
て
お
り
、
各
家
庭
に

お
い
て
も
着
用
の
意
識
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
。
協
議
会
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
が
、
河
川
管
理
者
で
あ
る

県
と
も
連
携
し
、
水
難
事
故
防
止

に
取
り
組
み
た
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
移
行

じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
説
明
を
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
な
い
か
た
な
ど

に
発
行
さ
れ
る
国
民
健
康
保
険
の

資
格
確
認
書
に
つ
い
て
、
交
付
方

法
や
有
効
期
限
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

本
市
の
国
民
健
康
保
険
の

資
格
確
認
書
は
、
世
帯
異

動
や
転
居
、
保
険
資
格
を
取
得
し

た
場
合
な
ど
は
、
市
役
所
窓
口
で

の
届
け
出
の
際
に
手
渡
し
と
な
り
、

年
次
更
新
時
は
対
象
世
帯
へ
郵
送

予
定
で
あ
る
。
有
効
期
限
は
、
原

則
８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月
31
日

ま
で
と
し
、
途
中
交
付
の
場
合
は

直
近
の
７
月
31
日
と
な
る
。

家
具
な
ど
の
固
定
に
関
す
る

相
談
窓
口
の
設
置
を
！

今
回
の
家
具
な
ど
の
固
定

に
係
る
補
助
制
度
は
、
市

民
の
命
を
守
り
、
け
が
か
ら
身
を

守
る
取
組
と
し
て
、
非
常
に
有
効

で
あ
る
が
、
市
民
か
ら
の
相
談
に

応
じ
る
専
用
窓
口
を
設
置
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

本
市
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
、
種
々
の
防
災
対
策

を
周
知
し
、
危
機
管
理
課
に
お
い

て
、
従
来
か
ら
家
具
な
ど
の
固
定

に
関
す
る
相
談
に
も
応
じ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
新
た
に
専
用
の
相

談
窓
口
を
設
置
す
る
予
定
は
な
い

が
、
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、

危
機
管
理
課
に
相
談
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
、

　

伊　

藤　
　
　

俊　

氏

を
推
薦
す
る
こ
と
に
異
議
な
い
も

の
と
し
ま
し
た
。

答 問

問

問

問

答

答

  

会
派
に

会
派
に

      

属
さ
な
い
議
員

属
さ
な
い
議
員

髙
　
橋
　
章
　
哲 

議
員

（
一
般
質
問
）

１
　
水
難
事
故
防
止
対
策
に
つ

い
て

令和６年第５回９月定例会　本会議

城
　
戸
　
　
　
力 

議
員

（
議
案
質
疑
）

１　

道
路
交
通
安
全
施
設
整
備

事
業
に
つ
い
て

（
一
般
質
問
）

１　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

推
進
に
つ
い
て

２
　
市
営
住
宅
に
つ
い
て

３　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員

候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

市
　
川
　
み
ど
り 

議
員

（
一
般
質
問
）

１
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

健
康
保
険
証
利
用
に
つ
い
て

２　

自
治
会
に
つ
い
て

越
　
智
　
由
美
子 

議
員

（
議
案
質
疑
）

１
　
防
災
事
業
に
つ
い
て

パソコンやスマートフォンなどでいつ
でも市議会だよりをご覧いただけます！

広報誌が読める無料アプリ

県内の電子書籍閲覧サイト

全国の電子書籍閲覧サイト

答

ライフジャケット
体験教室の様子
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９月定例会初日（９月３日）に、令和５年度
各会計歳入歳出決算の審査を行う決算審査特別
委員会を設置しました。分科会ごとに、９月 30
日に現地調査を実施し、10 月１日及び２日に、
書面審査を行いました。
11 月 18 日に、決算審査特別委員会を開催し、

分科会ごとに審査内容の報告を行い、12 月定例
会で委員長報告、採決を行う予定です。

特集記事

　８月 22 日に令和６年度政策提言会を開催しました。
　会派及び会派に属さない議員が、市の現状を把握し、市が取り組
むべき課題及びその解決に向けた政策などについて 12 項目を市長
に提言し、市長からその政策などについての考えを伺いました。

会派等名 番号 政策等の名称

西条自民クラブ

1 移住政策の更なる推進について

2 来訪人口等の増加に向けた取組について

3 リモートワークの本格導入

4
市内県立高校の学生を受け入れる学生会館（寮）の設置に
ついて

自民クラブ
1 スポーツ施設等の修繕工事にかかる仕様書の統一について

2 自転車用ヘルメットの着用率向上と環境整備

西条みらいクラブ 1
ＬＯＶＥ　ＳＡＩＪＯ　プラットフォームの更なる活用に
よる市民総参加の実現へ

公明党西条市議団 1 ランドセル症候群予防対策

伊藤新平 1
石鎚山を観光施策の核とした誰もが安心して暮らせるまち
西条の実現

髙橋章哲 1 だんじりブロンズ像の活用

市川みどり 1
中高生の『志を育てる』啓発講演会、定期的開催へ
西条市で育った喜多川泰先生を毎年呼ぼう！

越智由美子 1
公立保育所・幼稚園・認定こども園ですべての子どもたち
に主食を提供

決算審査特別委員会を設置しました

令和６年度政策提言会を開催しました令和６年度政策提言会を開催しました

委員長：御荘　秀樹　　副委員長：三好　和彦
委　員：監査委員（行元　博）を除く全ての議員

７月 29 日に開催された中学生議会事前打ち合
わせ会に併せ、議会報告会を開催しました。
報告会では、議員から、議会のしくみや市政

に関する情報を中学生議員に分かりやすく説明
することで、議会に対する理解を深めていただ
けたと思います。また、中学生議員との意見交
換を通し、将来を担う中学生が「地域をよりよ
くしたい」という熱い思いを抱いていることを
強く感じました。
この報告会をきっかけに議員も若い世代の貴

重な意見を聞くことができたとともに、今後、
更に生徒の皆さんが地域活動への参加に興味を
持ち、関心を深めてもらえるように努めて参り
ます。

議会報告会を開催しました

中学生議員との意見交換の様子

現地調査現地調査
書面審査書面審査



10

補
助
金
額
及
び
補
助
対
象
世
帯
の
件
数
は
ど

の
よ
う
に
積
算
し
て
い
る
の
か
？

本
事
業
は
、
県
の
補
助
事
業
と
連
動
し
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
家
具
等
固
定
器
具
の
購
入

に
係
る
費
用
に
対
し
、
補
助
金
の
上
限
額
を
１
万

５
千
円
と
し
、
４
分
の
２
を
市
が
、
４
分
の
１
を

県
が
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

家
具
等
固
定
器
具
の
購
入
に
係
る
費
用
は
、
市

場
価
格
な
ど
を
考
慮
し
、
２
万
円
程
度
が
適
切
と

考
え
、
補
助
金
の
上
限
額
を
設
定
し
て
い
る
。

　

補
助
対
象
世
帯
の
件
数
は
、
同
様
の
事
業
を
実

施
し
て
い
る
先
進
自
治
体
の
事
例
及
び
令
和
６
年

度
の
事
業
実
施
期
間
を
考
慮
し
、

100
世
帯
を
想
定

し
て
い
る
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
災
害
弔
慰
金
等
支
給

審
査
委
員
会
を
設
置
す
る
が
、
設
置
す
る
前

に
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
の
か
？

　

更
に
、
同
委
員
会
の
設
置
は
努
力
義
務
と
さ
れ

て
い
る
が
、
な
ぜ
設
置
す
る
こ
と
に
し
た
の
か
？

災
害
発
生
後
、
災
害
関
連
死
の
申
し
出
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
市
町
が
県
と
の
協
議
に
よ

り
規
約
を
定
め
、
県
に
委
員
会
の
設
置
及
び
運
営

を
委
託
す
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

県
に
審
査
を
委
託
す
る
か
、
急
遽
の
対
応
と
し
て

条
例
、
規
則
な
ど
を
設
置
す
る
予
定
と
し
て
い
た
。

　

更
に
、
同
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
在

も
努
力
義
務
で
あ
る
が
、
近
年
多
発
す
る
地
震
な

ど
、
自
然
災
害
発
生
の
状
況
を
踏
ま
え
た
対
応
が

必
要
で
あ
る
こ
と
及
び
医
師
会
や
弁
護
士
会
と
の

調
整
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
条
例
改
正
に

至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
同
委
員
会
を
設
置
す
る
こ

と
で
、
災
害
関
連
死
な
ど
の
正
確
な
審
査
及
び
速

や
か
な
弔
慰
金
の
支
給
に
よ
り
、
被
災
者
の
生
活

再
建
を
支
援
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。

本
年
５
月
に
実
施
さ
れ
た
小
学
校
指
定
通
学

路
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
緊
急
点
検
の
結
果
に
よ

り
、
撤
去
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
28
基
の
設
置
場

所
に
、
新
し
く
建
て
る
考
え
は
な
い
の
か
？

　

ま
た
、
今
後
の
維
持
管
理
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
？

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
撤
去
す
る
こ
と
に
な
っ
た　

場
所
は
、
設
置
当
時
の
状
況
と
比
べ
、
道
路

改
良
や
周
辺
の
土
地
利
用
の
変
化
に
よ
り
、
不
要

と
判
断
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
た
め
、
撤
去
を
行
う

の
み
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
後
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
令
和

10
年
度
を
め
ど
に
点
検
を
行
い
、
点
検
結
果
を
順

次
、
道
路
台
帳
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
毎
月

の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
異
常
を
見
つ
け
た

場
合
に
は
、
そ
の
つ
ど
対
応
し
て
い
き
た
い
。

令和６年第５回９月定例会
常任委員会 レポート

総
務
委
員
会•

分
科
会
で
の
主
な
Ｑ
＆
Ａ
9/13 開催

付託議案 ２件
請　　願 １件

Ａ

福
祉
文
教
委
員
会•

分
科
会
で
の
主
な
Ｑ
＆
Ａ
９/13 開催

付託議案 ９件

家
具
等
固
定
加
速
化
支
援
事
業
費

補
助
金
に
つ
い
て

Ｑ

西
条
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

Ａ Ｑ

道
路
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て

産
業
建
設
委
員
会•

分
科
会
で
の
主
な
Ｑ
＆
Ａ
９/12 開催

付託議案 ３件

ＱＡ

撤去される予定の
カーブミラー

※
環
境
消
防
委
員
会
・
分
科
会
は
、
議
案
等
の
付
託
が
な
か
っ

た
た
め
開
催
し
て
い
ま
せ
ん
。

この機会に地震対策をしましょう
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会
期
中
の
９
月
17
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
新
規

ご
み
処
理
施
設
を
整
備
す
る
に
当
た
り
、
建
設
な
ど

に
か
か
る
期
間
を
考
慮
す
る
と
、
令
和
６
年
度
中
に

処
理
方
法
の
方
針
を
示
す
必
要
が
あ
る
た
め
、
今
回

は
、
好
気
性
発
酵
乾
燥
（
ト
ン
ネ
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
）

方
式
に
テ
ー
マ
を
絞
り
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

所
管
部
署
か
ら
は
、
ト
ン
ネ
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
方
式

の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
更
に
、
先

行
事
例
、
脱
炭
素
へ
の
貢
献
な
ど
10
項
目
か
ら
な
る

定
性
的
評
価
と
、
他
市
の
事
例
に
よ
る
事
業
費
の
定

量
的
評
価
を
基
に
、
ト
ン
ネ
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
方
式
に

対
す
る
評
価
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

説
明
に
対
し
、
委
員
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

･
ト
ン
ネ
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
方
式
は
、
国
内
で
の
導
入

事
例
が
１
件
の
み
で
あ
り
、
安
定
し
た
稼
働
に
不
安

が
あ
る
。

･
稼
働
期
間
中
に
お
い
て
生
成
さ
れ
る
燃
料
化
物
を
、

安
定
的
に
引
き
受
け
て
も
ら
え
る
か
不
明
で
あ
る
。

･
ご
み
処
理
に
日
数
が
か
か
る
た
め
、
災
害
廃
棄
物

な
ど
一
時
多
量
ご
み
が
早
期
に
処
理
で
き
な
い
。

･
広
い
敷
地
が
必
要
で
あ
る
。

　

調
査
の
結
果
、
当
委

員
会
で
は
、
新
規
ご
み

処
理
施
設
の
整
備
方
針

と
し
て
は
、
本
市
の
地

域
特
性
や
将
来
的
な
安

定
性
に
鑑
み
、
ト
ン
ネ

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
方
式
は

採
用
が
困
難
で
あ
る
と

し
、
今
後
は
、
焼
却
方

式
で
検
討
を
進
め
る
こ

と
で
意
見
の
一
致
を
見

ま
し
た
。

　

閉
会
中
の
８
月
28
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
東
予

 

（
東
部
）
圏
域
に
お
け
る
消
防
指
令
業
務
の
共
同
運

用
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

所
管
部
署
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
設
置
場
所
に
つ
い

て
は
、
令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
デ
ジ
タ
ル
無
線
電

波
伝
搬
調
査
に
お
い
て
、
新
居
浜
市
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
た
が
、
同
市
内
に
は
、
占
有
面
積
を
確
保
で
き

る
施
設
が
な
く
、
新
た
に
建
設
予
定
で
あ
る
新
居
浜

市
南
消
防
署
と
の
複
合
化
が
、
最
も
経
費
負
担
が
少

な
い
と
の
結
論
に
至
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
構
造
及
び
面
積
案
に
つ
い
て
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
て
の
免
震
構
造
と
し
て
、
１

階
か
ら
２
階
部
分
を
南
消
防
署
と
し
、
３
階
部
分
へ

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
、
約
820
平
方
メ
ー
ト
ル
を
設
置

す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
７
月
９
日
に
消
防
指
令
事
務
協
議
会
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、
同
日
、
消
防
指
令
共
同
運
用
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
各
専
門
部
会
で
の
協
議
を
開

始
し
て
い
る
。

　

総
務
部
会
で
は
、
勤
務
職
員
数
や
勤
務
体
制
、
実

施
設
計
の
案
分
率
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。
勤
務

職
員
数
案
は
、
日
勤
者
２
人
、
交
替
勤
務
者
８
人
の

３
部
制
（
24
人
）
と
す
る
。
派
遣
職
員
数
案
は
、
西

条
市
９
人
、
新
居
浜
市
９
人
、
四
国
中
央
市
８
人
で
、

現
行
の
３
市
の
指
令
関
係
職
員
数
か
ら
５
人
削
減
さ

れ
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
現
場
要
員
や
警
防
要
員

な
ど
に
充
当
で
き
る
。
勤
務
体
制
案
に
つ
い
て
は
24

時
間
勤
務
の
３
部
制
を
予
定
し
て
い
る
。
費
用
案
分

に
つ
い
て
は
、
実
施
設
計
案
分
率
案
を
、
人
口
割
70

パ
ー
セ
ン
ト
、
均
等
割
30
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
、
本
市

で
は
実
施
設
計
業
務
委
託
料
と
し
て
３
千
68
万
５
千

円
を
12
月
補
正
予
算
に
計
上
予
定
で
あ
る
。

　

通
信
部
会
で
は
、
指
令
台
の
台
数
や
消
防
指
令
セ

ン
タ
ー
の
名
称
な
ど
を
協
議
し
て
お
り
、
指
令
台
に

つ
い
て
は
、
１
１
９
番
受
付
件
数
や
最
繁
時
呼
量
な

ど
を
用
い
て
算
出
し
、
５
台
と
し
て
い
る
。
名
称
に

つ
い
て
は
、
先
行
実
施
地
域
の
名
称
な
ど
を
参
考
に
、

愛
媛
東
予
東
部
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
（
案
）
と
し
て

い
る
。

　

更
に
、
警
防
・
消
防
団
部
会
で
は
、
各
市
に
お
け

る
計
画
や
規
程
の
把
握
と
今
後
に
お
け
る
課
題
を
協

議
し
て
お
り
、
予
防
・
Ｏ
Ａ
部
会
に
お
い
て
は
、
消

防
業
務
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
機
能
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
る
。

　

今
後
は
、
令
和
９
年
度
末
の
共
同
運
用
開
始
を
目

途
に
東
予
東
部
３
市
が
歩
調
を
合
わ
せ
、
事
業
を
進

め
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
説
明
に
対
し
、
委
員
か
ら
は
、
免
震

構
造
に
対
す
る
質
問
が
あ
り
、
免
震
構
造
は
ダ
ン
パ

ー
と
言
わ
れ
る
装
置
で
建
物
が
受
け
る
地
震
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
逃
が
す
構
造
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今
後
、
市
の
方
針
が
変
わ
り
、
消
防
指
令

共
同
運
用
か
ら
脱
退

す
る
こ
と
と
な
っ
た

場
合
の
財
産
処
分
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
と
の
質
問
に
対
し
、

現
時
点
で
は
脱
退
し

た
と
き
の
協
議
は
行

っ
て
お
ら
ず
、
今
後
、

総
務
部
会
に
お
い
て

検
討
し
た
い
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

環
境
消
防
委
員
会

で
は
、
本
件
に
つ
い

て
、
今
後
も
引
き
続

き
調
査
研
究
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

環
境
消
防
委
員
会

ご
み
対
策
調
査
特
別
委
員
会

基幹改良工事が進む道前クリーンセンター

令和６年第５回９月定例会　委員会調査報告
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合
併
20
周
年
記
念
事
業
と
し
て

中
学
生
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

部
活
動
や
学
校
行
事
の
合
間
を
縫

っ
て
、
友
人
た
ち
と
話
し
合
い
、

課
題
を
見
つ
け
、
そ
の
課
題
の
背

景
を
調
べ
、
課
題
に
対
し
て
自
分

の
意
見
を
ま
と
め
、
準
備
し
て
本

会
議
に
挑
ん
だ
中
学
生
議
員
。

　

冷
静
に
、
堂
々
と
市
長
や
市
幹

部
に
考
え
を
問
う
姿
や
、
ひ
と
言

も
聞
き
逃
す
ま
い
と
前
を
向
き
真

剣
に
聞
く
姿
は
圧
巻
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

彼
ら
が
活
躍
す
る
西
条
市
の
未

来
は
明
る
い
と
期
待
し
ま
す
。

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委  

員  

長　

藤　

井　

武　

彦

副
委
員
長　

川　

又　

由
美
恵

委　
　

員　

西　

坂　
　
　

壽

〃　　
　

髙　

橋　

章　

哲

〃　　
　

御　

荘　

秀　

樹

〃　　
　

藤　

田　

節　

雄

〃　　
　

行　

元　
　
　

博

〃　　
　

一　

色　

輝　

雄

〃　　
　

武　

田　
　
　

功

〃　　
　

伊　

藤　

孝　

司

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

  https://w
w

w
.city.saijo.ehim

e.jp/site/gikai/
さ
い
じ
ょ
う
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　市内１０校の中学生が市議会の模擬体験を通して地方自治の基本的な考えを学び、
地域と市政への関心と理解を深めました。

中学生議会の
内容はこちら→

特集記事　中学生議会

8月5日　合併20周年記念事業　中学生議会開催！

【議長】　後半担当
西 条 東 中 学 校
新　本　里　花　議 員

【議長】　前半担当
丹 原 西 中 学 校
越　智　美　晴　議 員

編
集
後
記

自
主
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

に
つ
い
て

・
西
条
図
書
館
の
学
習
室
の
利

用
状
況
を
確
認
す
る
方
法
に
つ

い
て

・
学
校
及
び
公
民
館
の
休
日
開

放
・
放
課
後
開
放
に
つ
い
て

・
学
習
や
交
流
機
会
の
場
を
新

た
に
設
け
る
考
え
に
つ
い
て

西条東中学校西条東中学校
弓立　結香　議員弓立　結香　議員

学
校
の
設
備
に
つ
い
て

・
体
育
館
及
び
技
術
室
へ
の

冷
暖
房
機
器
の
設
置
に
つ
い

て・
駐
輪
場
で
の
自
転
車
の
転

倒
防
止
対
策
に
つ
い
て

西条西中学校西条西中学校
日野　祭弍　議員日野　祭弍　議員

南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
対
策
に

つ
い
て

・
避
難
所
及
び
避
難
場
所
に

つ
い
て

・
避
難
所
等
へ
の
誘
導
標
識

の
設
置
に
つ
い
て

・
防
災
セ
ッ
ト
の
配
付
に
つ

い
て

西条南中学校西条南中学校
植田結貴那　議員植田結貴那　議員

西
条
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て

・
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
に
つ

い
て

・
若
者
の
需
要
を
増
や
す
取

組
に
つ
い
て

・
魅
力
発
信
等
に
つ
い
て

西条北中学校西条北中学校
三島　泰生　議員三島　泰生　議員

小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
へ
の

生
理
用
品
の
設
置
に
つ
い
て

・
設
置
に
対
す
る
考
え
に
つ
い

て・
使
用
し
や
す
い
環
境
作
り
に

つ
い
て

・
今
後
の
課
題
及
び
対
策
に
つ

い
て

東予東中学校東予東中学校
橋田　麻未　議員橋田　麻未　議員

福
祉
施
策
に
つ
い
て

・
高
齢
者
の
社
会
参
加
へ
の

支
援
に
つ
い
て

・
介
護
従
事
者
へ
の
支
援
に

つ
い
て

東予西中学校東予西中学校
徳増　莉子　議員徳増　莉子　議員

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

・
危
険
な
交
差
点
へ
の
信
号

機
設
置
に
つ
い
て

・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
維
持
管

理
に
つ
い
て

・
道
路
の
補
修
に
つ
い
て

河北中学校河北中学校
山浦　亜夢　議員山浦　亜夢　議員

丹
原
町
の
活
性
化
と
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

・
活
性
化
に
向
け
た
取
組
に

つ
い
て

・
丹
原
七
夕
夏
ま
つ
り
を
再

開
す
る
考
え
に
つ
い
て

・
空
き
家
や
空
き
地
を
活
用

す
る
考
え
に
つ
い
て

丹原東中学校丹原東中学校
福田くらら　議員福田くらら　議員

道
路
の
整
備
に
つ
い
て

公
共
交
通
に
つ
い
て

・
街
灯
の
整
備
に
つ
い
て

・
通
学
路
な
ど
の
道
路
整
備
に

つ
い
て

・
バ
ス
路
線
の
現
状
に
つ
い
て

・
代
替
交
通
に
つ
い
て

・
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

丹原西中学校丹原西中学校
横山　妃桜　議員横山　妃桜　議員

環
境
問
題
に
対
す
る
西
条
市
の

取
組
に
つ
い
て・

ご
み
の
削
減
と
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
い
て

・
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
を
防
ぐ

取
組
に
つ
い
て

小松中学校小松中学校
眞鍋　光祐　議員眞鍋　光祐　議員

★私たちの提案で、西条市の人々が安
全・安心に暮らせるまちになると思うと
とてもうれしかった。

★中学生議員が具体的な案を出し、積極的に
行動に移そうとする姿を見て、とてもすばらし
いと思った。僕もボランティアなどから始めて、
西条市をよりよくしていきたい。

★自分たちで問題点を考え、そして改善
策を提案したことは私たちにとって貴重
な体験となった。西条市が市民全員で築
き上げていくまちになればいいと思う。

中学生議会に参加して


